ウシ血清アルブミンの結晶学的研究 by 山田 聖子
修 士 論 文 の 和 文 要 旨 
 
研究科・専攻 大学院  電気通信 学研究科  量子·物質工学  専攻 博士前期課程 
氏    名 山田 聖子 学籍番号 0733055 
論 文 題 目 ウシ血清アルブミンの結晶学的研究 



















溶解度の高いアルブミンはこれまで 70 mg/ml程度の濃度で結晶化されてきたが、PEG 8000、MES、
塩化カルシウムを使用したこの濃度での結晶化では多量のクラスター状の結晶を生じたためより
低濃度(10 mg/ml, 20 mg/ml)で結晶化を行った結果、これらの濃度でも結晶を
生じた。しかし、生じた結晶はクラスター状だったので、これらを高濃度の
沈殿剤に溶かし、すりつぶしたものを結晶の生じないドロップにシードする
ミクロシーディングを行った。結晶は生じたがシードする際に沈殿を生じた
ので、沈殿剤に溶かさなくてもよいストリークシーディングを行った。その
結果、いくつかの条件で結晶が得られた。 
 
 
Fig.1 BSAの結晶 
